
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
研
修
会
を
行
い
ま
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
研
修
会
を
行
い
ま
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
研
修
会
を
行
い
ま
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
研
修
会
を
行
い
ま
し
た

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
で
は
、

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
中
越
沖
メ
モ
リ
ア

ル
（
ま
ち
か
ら
）
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体

研
修
会
を
行
い
、
市
内
31
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
の
会
長
、
セ
ン
タ
ー
長
、

主
事
の
合
計
約
100
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
柏
崎
市
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
専
門
官
で
あ
る
稲
垣
文
彦
氏
よ
り

「
ま
ち
か
ら
の
役
割
と
地
方
創
生
」
と

題
し
て
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
に
伴
う
近

い
将
来
の
地
方
消
滅
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
柏
崎
市
も
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
自
治
体
で

す
。

　

地
方
を
元
気
に
す
る
た
め
に
、
積
極

的
に
都
市
部
へ
地
域
の
情
報
を
発
信
す

る
こ
と
が
、
若
者
の
地
方
へ
の
定
住
化

を
促
し
、
人
口
減
少
の
対
策
と
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
講
演
会
後
に
、
ま
ち
か
ら
の

施
設
を
見
学
し
、
中
越
沖
地
震
の
記
録

や
施
設
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

公
益
社
団
法
人
中
越
防
災
安
全
機

構
：
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
・
メ
モ
リ
ア

ル
セ
ン
タ
ー
長　

総
務
省
：
地
域
力
創

造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

「
平
成
十
七
年
、
地
域
復
興
の
た
め

の
中
間
支
援
組
織
「
中
越
復
興
市
民
会

議
」
を
創
設
、
事
務
局
長
に
就
任
。
そ

の
後
、
中
越
防
災
安
全
推
進
機
構
復
興

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
地
域
復

興
支
援
員
の
人
材
育
成
等
に
従
事
。
ま

た
、
集
落
支
援
員
や
地
域
お
こ
し
協
力

隊
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
「
地
域
サ

ポ
ー
ト
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
国
協
議

会
」
の
設
立
に
尽
力
。
」

柏崎市協働のまちづくり専門官
稲垣文彦 氏

12
月
４
日
（
金
曜
日
）

12
月
４
日
（
金
曜
日
）

12
月
４
日
（
金
曜
日
）

12
月
４
日
（
金
曜
日
）

講師紹介

講演会の様子講演会の様子講演会の様子

まちから施設見学まちから施設見学まちから施設見学

柏崎市コミュニティ推進協議会だより（１） 平成28年3月18日 発行

柏
崎
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

（
通
称 

コ
ミ
協
）
と
は…

　

柏
崎
市
の
31
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
が

参
加
し
、
各
地
区
の
地
域
づ
く
り
の
中
心
的
役
割
を

担
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
職
員
が
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

抱
え
て
い
る
課
題
の
共
有
や
研
修
な
ど
を
通
し
て

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
た
め
の
組
織
で
す
。

安
心
・
安
全
で
元
気
な
地
域
作
り
を
目
指
し
て

第 ８ 号
【 発 行 】

柏崎市コミュニティ
推 進 協 議 会

だ
よ
り

だ
よ
り

柏
崎
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
だ
よ
り



大洲コミュニティセンター大洲コミュニティセンター大洲コミュニティセンター

三ツ石の看板三ツ石の看板三ツ石の看板

地元小学生による
除幕式

地元小学生による
除幕式

地元小学生による
除幕式

ようやく
ゴールの天水山へ

到着

ようやく
ゴールの天水山へ

到着

ようやく
ゴールの天水山へ

到着

柏崎陣屋の勉強の
一環としての
陣屋弁当作り

第８回

茶道体験会

　

大
洲
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

昭
和
五
十
六
年
、
市
内
12
番
目
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
開
館
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
大
洲
小
学
校
と
剣
野
小

学
校
と
の
分
離
に
よ
り
、
平
成
八
年
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
も
分
離
し
、

現
在
に
至
り
ま
す
。

　

大
洲
小
学
校
区
の
20
町
内
会
、
約
一

一
〇
〇
戸
で
構
成
さ
れ
、
毎
日
利
用
さ

れ
な
い
日
が
無
い
程
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

大
洲
地
区
は
赤
坂
山
公
園
、
松
雲
山

荘
、
海
水
浴
場
等
を
有
し
、「
桜
と
紅
葉

と
海
の
ま
ち
」
を
謳
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
柏
崎
陣
屋
跡
や
、
社
寺
等
の

歴
史
的
財
産
も
数
多
く
「
文
化
を
育
む

歴
史
の
ま
ち
」
と
し
て
、
そ
れ
ら
の

『
想
い
出
遺
産
』
を
次
世
代
に
語
り
継
ぐ

た
め
に
、
看
板
の
設
置
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

　

平
成
二
十
一
年
に
斑
尾
山
か
ら
始
め

た
信
越
ト
レ
イ
ル
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
も
、

今
年
で
13
回
を
迎
え
、
と
う
と
う
最
終

地
「
天
水
山
」
ま
で
た
ど
り
着
き
ま
し

た
。
一
年
に
２
回
の
ペ
ー
ス
で
し
た
の

で
七
年
間
か
か
り
ま
し
た
が
、
一
回
も

休
ま
ず
に
参
加
さ
れ
た
三
名
の
方
が
、

総
延
長
約
80
㎞
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
を

歩
き
切
り
「
信
越
ト
レ
イ
ル
全
線
踏
破

証
」
を
手
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ミ
セ
ン
活
動
と
は
別
に
、
子
ど
も

育
成
事
業
と
し
て
「
お
お
す
子
ど
も

塾
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
方
が
講
師
に
な
り
、
野
菜
作

り
、
笹
団
子
作
り
、
茶
道
体
験
教
室
、

陣
屋
弁
当
作
り
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球

根
植
え
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

大
人
達
は
、
子
ど
も
達
と
一
緒
に
活

動
す
る
こ
と
で
、
笑
顔
と
元
気
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

伊  

藤　

 

学

大
洲
地
区
振
興
会

セ
ン
タ
ー
長　

大
洲
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
西
部
郷
）
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野田地区野田地区野田地区

上条地区上条地区上条地区

別俣地区別俣地区別俣地区

高田地区高田地区高田地区

鵜川地区鵜川地区鵜川地区

　
　

シ
リ
ー
ズ
４
回
目
は
南
部
郷
を

取
材
し
ま
す
。

　　

野
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
11
月
１

日
綾
子
舞
街
道
風
土
市
と
同
日
開
催
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ミ
セ
ン
広
場
で
の
地
場
産
野
菜
の
販

売
や
地
域
の
皆
さ
ん
や
野
田
保
育
園
の

園
児
の
力
作
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

午
後
に
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
振
舞
い
や

サ
ー
ク
ル
・
団
体
の
み
な
さ
ん
の
ス
テ
ー

ジ
発
表
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
に
大

勢
の
皆
様
か
ら
来
場
い
た
だ
き
、
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

上
条
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
11
月
１

日
に
「
上
条
え
が
お
フ
ェ
ス
タ
」
と
称

し
、
収
穫
さ
れ
た
ば
か
り
の
も
ち
米
や

里
芋
を
味
わ
え
る
お
餅
と
け
ん
ち
ん
汁

の
ふ
る
ま
い
、
格
安
地
場
産
野
菜
や
絶

品
鮎
の
甘
露
煮
鮎
飯
な
ど
の
販
売
を
行

い
ま
し
た
。
防
災
用
具
の
展
示
に
あ
わ

せ
保
管
用
缶
パ
ン
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
は

好
評
で
し
た
。
ま
た
「
わ
た
し
た
ち
が

上
条
を
え
が
お
に
し
て
い
ま
す
」
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
各
サ
ー
ク
ル
、
団
体
の

活
動
を
手
作
り
ポ
ス
タ
ー
で
紹
介
し
て

い
た
だ
き
、
現
在
も
体
育
館
に
展
示
し

て
い
ま
す
。

　

別
俣
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
11
月
１

日
に
風
土
市
と
同
日
開
催
で
行
い
ま
し

た
。
各
教
室
の
作
品
を
始
め
「
別
俣
の

郷
」
の
手
芸
、
菊
同
好
会
の
菊
花
展
示

ま
た
、
芸
能
発
表
で
は
、
踊
り
、
詩
吟
、

合
唱
等
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
多
く

の
来
場
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。

幸
い
に
も
天
気
に
恵
ま
れ
、
外
の
朝
採

り
野
菜
の
販
売
と
振
る
舞
い
餅
が
好
調

で
用
意
し
た
も
の
が
全
て
売
り
切
れ
の

状
態
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
子
供
向

け
の
金
魚
す
く
い
、
お
も
ち
ゃ
販
売
、

た
い
焼
き
に
も
大
き
な
人
だ
か
り
が
で

き
て
い
ま
し
た
。

　

高
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
10
月
24

日
、
25
日
の
２
日
間
開
催
さ
れ
、
講
堂

で
は
地
域
の
方
々
が
大
切
に
育
て
ら
れ

た
150
鉢
の
鉢
物
を
は
じ
め
陶
芸
、
手
芸
、

絵
画
、
写
真
が
所
狭
ま
し
と
展
示
さ
れ

来
場
者
の
目
を
喜
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

　

外
の
駐
車
場
で
は
、
南
中
学
校
吹
奏

楽
部
と
新
道
小
学
校
音
楽
課
外
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
で
始
ま
り
、
地
域
野
菜
や
柿
、

お
で
ん
、
焼
き
そ
ば
、
う
ど
ん…

美
味

し
い
出
店
が
立
ち
並
ぶ
テ
ン
ト
村
が
２

日
間
賑
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
楽
し
み
に
し
て
く
れ
る
方
々
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
祭
り
に
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　

鵜
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
11
月
１

日
に
会
場
「
ほ
た
る
」
前
広
場
で
風
土
市

を
コ
ミ
セ
ン
祭
り
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
農
産
物
や
豚
汁
、
地
元
手
打

ち
そ
ば
な
ど
の
販
売
を
し
、
綾
子
舞
会

館
で
は
、「
綾
子
舞
」
の
写
真
・
パ
ネ
ル

展
、
今
年
度
の
現
地
公
開
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
上

映
し
ま
し
た
。
ま
た
地
元
名
水
の
「
冶

三
郎
清
水
」
使
用
の
コ
ー
ヒ
ー
・
お
茶

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
し
た
。

各
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り

各
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り

各
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り

南
部
郷
（
野
田
、
上
条
、
別
俣
、
高
田
、
鵜
川
）
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
で
は
、

山
形
県
鶴
岡
市
へ
先
進
地
視
察
研
修
を

行
い
、
会
長
、
セ
ン
タ
ー
長
、
主
事
等

の
合
計
26
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

山
形
県
鶴
岡
市
は
、
平
成
十
七
年
に

６
市
町
村
が
合
併
し
、
人
口
は
山
形
県
内

第
２
位
、
面
積
第
１
位
の
自
治
体
で
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
特
色
を
生
か

す
た
め
の
補
助
制
度
や
地
域
が
主
体
的

に
解
決
で
き
る
よ
う
地
区
担
当
職
員
制

度
を
導
入
し
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
の
先
進
地
で
す
。

　

１
日
目
は
、
第
五
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

振
興
会
と
意
見
交
換
及
び
交
流
会
を
行

い
ま
し
た
。
意
見
交
換
で
は
お
互
い
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
現
状
や
施
策
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
地
域
の
活
性
化
を

図
る
た
め
の
専
門
部
会
や
講
師
の
選
定

方
法
な
ど
学
ぶ
べ
き
点
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
後
は
移
動
し
、第
三
学
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
ま

し
た
。
こ
の
施
設
は
市
の
保
健
や
福
祉

機
関
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
諸
団
体

と
の
複
合
施
設
で
、
公
共
施
設
の
在
り

方
に
つ
い
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
出
羽
三
山
精
進
料
理
の

伝
統
を
継
承
す
る
と
と
も
に
出
羽
三
山

の
信
仰
・
歴
史
・
文
化
を
一
体
の
も
の

と
し
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
出

羽
三
山
精
進
料
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
か

ら
活
動
内
容
や
精
進
料
理
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

視
察
研
修
を
終
え
、
先
進
地
と
の
意

見
交
換
や
視
察
で
、
今
後
の
自
分
た
ち

　

柏
崎
駅
待
合
室
の
掲
示
板
に
は
、
季

節
に
ち
な
ん
だ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
情
報

や
お
知
ら
せ
、
地
域
活
動
の
様
子
や
風

景
な
ど
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
展

を
開
催
し
ま
し
た
（
御
礼
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
展

を
開
催
し
ま
し
た
（
御
礼
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
展

を
開
催
し
ま
し
た
（
御
礼
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
展

を
開
催
し
ま
し
た
（
御
礼
）

先
進
地
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た

先
進
地
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た

先
進
地
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た

先
進
地
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た

　

入
学
式
や
入
園
式
な
ど
、
４
月
か
ら
新
し

い
年
度
が
始
ま
り
ま
す
。
気
持
ち
も
な
ん
だ

か
わ
く
わ
く
し
ま
す
ね
。

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
も
次
年
度
に

向
け
て
、
事
業
計
画
を
計
画
中
で
す
。
地
域

が
元
気
に
、
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
事
業
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
活
か
せ
る
情
報
や

知
識
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
２
階
展
示
ホ
ー
ル

で
12
月
12
日
か
ら
18
日
ま
で
活
動
展
を

開
催
し
ま
し
た
。
７
日
間
で
約
８
０
０
人

も
の
多
く
の
方
か
ら
ご
来
場
を
い
た
だ

き
、
コ
ミ
セ
ン
や
地
域
で
作
成
し
た
作

品
や
郷
土
料
理
の
レ
シ
ピ
、
風
習
、
活

動
風
景
な
ど
た
く
さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

資
源
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

11
月
26
日
（
木
）
、

27
日
（
金
）

11
月
26
日
（
木
）
、

27
日
（
金
）

11
月
26
日
（
木
）
、

27
日
（
金
）

11
月
26
日
（
木
）
、

27
日
（
金
）

第五学区コミュニティ振興会と意見交換会第五学区コミュニティ振興会と意見交換会第五学区コミュニティ振興会と意見交換会

12
月
12
日
（
土
）
か
ら
18
日
（
金
）

駅にお立ち寄りの際は、
ぜひ待合室の掲示板もご覧ください。

柏
崎
駅

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
掲
示
板

柏崎市コミュニティ推進協議会だより （４）平成28年3月18日 発行


